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ちば里山アワードは、『他の模範となるような優れた

活動や里山の魅力を創造する先駆的な活動を表彰し、

（中略）里山活動団体が活性化し、県内の里山の整備・

保全に資すること』（実施要項）を目的として、千葉県

が募集したもの。『市民・行政が協働して里やまボラン

ティアの育成を行う県内初の事例で、同様の取組が近

隣の市町村にも広まっている。』（県森林課の発表資料）

として、最優秀の表彰となりました。 

 

2003 年から里やまボランティア入門講座を始めた先

駆性と、その後の持続的な開催の取組が評価されたの 

だと思います。いくつかのマスコミで報道され、県のガ 

イドブックにも松戸の活動が掲載されることになりま

す。松戸の樹林地を整備・保全し、活かす多くの方々の 

 

 

ご尽力に感謝いたします。 

 

実は、募集の案内を受けた時は、松戸の里やまなんて

小さなものだし、もっと大規模に多彩な活動をしてい

る里山があるだろうと思って、あまり乗り気になりま

せんでした。でも、〝松戸の講座は独自性があるし、毎

年のように新たな里やま活動団体が生まれているのは

稀有のことだよ〟という指摘があり、森での活動の姿

とは視点を変えた応募をすることになりました。 

 

応募では二つのことを強調しました。 

一つは、講座を修了して里やま活動をしている市民

が、講座の企画・運営の中心を担っていることです。 

講座の内容もオリジナルで、知識・技術よりも、現状

を知り、自分がどうかかわれるかを考えることを主眼

にしてきました。もう一つは、市内のすべての里やま活

動団体が、緊密に連携して活動していることです。一

見、何でもないことのようですが、市外のいくつ

かの団体や行政との交流のなかで、なかなかそう

はなっていないなということを実感しています。 

 

松戸の里やま活動は着実に前進してきました

が、十数年の活動を経て、高齢化やまとまった樹

林地が残り少なくなっていることなど、曲がり角

を迎えています。これまでの成果をいかしつつ、

それにとどまることなく、新たな歩みを模索して

いかなければならないと思います。 

 

≪付記≫9 月 25 日（土）、松戸市民劇場で、「ち

ば里山大賞受賞記念講演会（仮称）」を開催する

予定です。魅力ある企画のアイデアを是非お寄せ

ください。 
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都市の緑を残すには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動の目的は「みどり」、特に 

樹林の保護･保全を願う人やグループと連携し、その輪を広げ、豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

代   表 ：藤田 隆   

年 会 費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 

 

松戸の里やま活動に 

   1
松戸里やま応援団  野口 功 

   

応援団主催で、すべての会対象の講習会が実施され、みんなで 

協力してのイベントも企画される。写真は 2019年伐倒安全講習 

松戸里やま応援団が松戸市みどりと花の課と共

同で応募した【里やまボランティア入門講座か

ら里やま活動への展開】が、第 1 回「ちば里山

アワード」で「ちば里山大賞」を受賞しました。 
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３つのタイプの里山活動 

現在、柏市の山林面積は11,490haで、全市域の8.5％

を占めます。松戸市の山林面積はおよそ153haで全市

域の約2.5％(山林以外の樹木・樹林を含む樹林地面積

は約981haで全体の16％ H28年調査段階)ですから、

両市の緑地の広さには各段の差があります。 

これには、2005年の柏市・沼南町合併により、山林

面積が増大したという背景があるのですが、それでも

この30年間に約４ポイント減少しているそうです。 

柏市の里山活動は、この市町合併の時期から本格化

していきますが、大きく３つのタイプに分けられそう

です。１つは、自然環境の保護運動からスタートした

活動。これは合併以前から続いているもので「下田の

杜里山フォーラム」「こんぶくろ池自然の森」「ちば里

山トラスト」がこれに当たります。 

２つめが国の森林施業制度等を活用し、林業的な山

林整備を主とする活動で、これは「手賀沼森友会」の1

団体のみ。３つめは、柏市独自の「カシニワ制度」の

助成を受けている活動で、同市が2006年に開講した

「里山ボランティア入門講座」の修了者による団体を

主として20団体余りを数えます。加えて、一部の山林

 

 

所有者による団体「かしわ里山の会」があります。 

１つめは、松戸でいえば関さんの森タイプ。３つめ

のタイプは、講座修了者に市がフィールドを斡旋し、

団体を立ち上げるというもので、プロセスは多少違い

ますが、フィールドの規模や活動の様態も松戸に似て

います。２つめの「手賀沼森友会」の活動は、松戸に

はないタイプ、というより全国的にも珍しい取り組み

です。少しこれに焦点を当ててみましょう。 

 

面積50ha、100カ所を整備する手賀沼森友会 

手賀沼森友会は、名称にあるように手賀沼の南岸流

域の山林を良好に保ち、次世代へ引き継ぐことを目的

とする団体です。現在、整備を手がけている山林の面

積は、我孫子市の一部の森を含めて約50haで、およそ

100カ所におよんでいます。 

「荒れた森を放っておけないと思って始めた」という

同会元代表の保田行弘さん。「しかし、これほどの規模

になると、当初は思いもしなかった」そうです。同会

の設立は2006年ですが、活動はその2年ほど前から。

「森に対する意識や整備の需要を調査したのが最初。

山林所有者、地域住民、町会・学校・地区社協などに

ヒアリングしました。そのうえで、2005年に森林整備

講座を開いて、その有志で翌年に立ち上げたのが手賀

沼森友会。2011年にNPO法人化しました」 

もちろん、初めは２～３カ所の森を整備する小さな

活動でした。しかし、緑の保護に積極的な市議の所有

者への働きかけや、特に助成制度の活用などについて

拝見！ となりの里山活動 【柏市編その1】 

松戸にはない 広域な森の維持を手がける団体に 特色あり 
緑のネットワーク・まつど  高橋 盛男 

   

手賀沼森友会の設立からかかわってきた保田行弘さん 

同会が管理する「ニッカの森」での自然観察会 

松戸の近隣市の市民ボランティアによる里山 

活動(樹林地の保全活動)を訪ねるシリーズ。 

今回は、柏市を取り上げます。 
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本格的な間伐も行う(逆井の浅間神社裏) 

は県東葛事務所の職員の助言・協力もあり、規模が拡

大していきました。整備の対象はすべて民有林。現

在、75名いる所有者と協定を結んでいます。 

同会の会員は、設立当初からそう多くはなく、今も

20名程度。「頼まれたら拒まずに整備を受け入れてい

る」とのこと。１カ所の森を概ね３年～５年周期で整

備していますが、森が多くなるにつれ、考えたのは作

業の効率」。「効率化を図ろうとすれば、作業手順をき 

ちんと組み立てて、それを皆で共有することになるの

で安全性も上がる」と保田さんはいいます。 

 

資金調達と事業化は里山活動の課題 

実はかつて、松戸でも森林施業制度の利用を検討し

たことがあります。しかし、助成要件に見合うまとま

った樹林地がないことや、林業的整備が生物多様性の

面から、小規模な都市林にはふさわしくないのではな

いか、といった理由で見送られた経緯があります。 

しかし、同会の見どころは、さまざまな助成制度を

積極的に利用して資金調達をしてきていること、そし

てボランティア活動でありながら、活動を事業化して

いることです。活動の資金調達と事業化は、松戸に限

らず里山活動の大きな課題。同会の取り組みは、その

１つのモデルとして注目されます。 

さて、柏市の里山活動で、もうひとつ注目したいも

のに、前出の「カシニワ制度」があります。次回はそ

の仕組みや現状と併せ、森林環境譲与税への同市里山

団体の対応についても見ていきます。 

 新型コロナの感染拡大のなか、準備会議では「こん

な状況で応募者があるのか」、「いっそ中止すべきだ」

との意見も出ましたが、3 密回避をはじめ感染予防対

策に配慮しつつ、従来の講座内容に様々な変更を加え

て 2020年度の「里やま入門講座」はスタートしました。 

 募集を開始してみると、予想を大きく上回る 30名以

上の方から応募があり、13名の受講生を抽選で選ばざ

るを得ませんでした。その結果、男女比はほぼ半々、

幅広い年代層の方に受講して戴くことになりました。 

 5日間の講座は好天にも恵ま 

れ、受講生の満足度も高かった 

と感じました。特に 4日目の受 

講者個人での森訪問は好評で、 

“松戸にこんな森があったこと 

を知らなかった”“森の保全は 

予想以上に大変なことだ”“ボ 

ランティアの方が皆元気で、 

活き活きと活動している姿に 

元気をもらった”など、様々な驚きや気づきがあった

ようです。 

 また、今回抽選に漏れた方に向けては、囲いやまの

森で「1 日里やま体験」を実施しました。こちらには

12名の方が参加され、講義と竹工作を通じて里やま活

動の一端を体験し、森での一日を楽しんで戴くことが

できました。 

 講座を修了した 13名の 18期生は、今後も定期的に

集まりをもって、活動を継続していくとのことです。

里やま応援団の仲間として、一緒に活動できる日を楽

しみにしています。 

 最後に、「里やま講座 2020」にご協力戴いた皆さま

には、改めて感謝とお礼を申し上げます。 

 

「里やま入門講座 2020」を振り返って 

松戸里やま応援団 14期甚左衛門の森の会 金井康郎 
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緊急事態宣言により、活動やイベントの中止も多かった

ようでした。 

12月13日 野うさぎの森

で“まつど＊あそびラ

ボ”のイベント。“森の概

要説明”“森の案内”“キッズ

エリア”での遊び時間。 

12月26日 秋山の森で、

Save The Green＠Akiyama（STGA)と松戸里やま応

援団の協働による植樹作業が行われた。STGAは、秋

山の森で主に親子向けのイベントを開催している団

体。その傍ら森の維持・管理活動も手伝っている。同

会の定例会にあたるこの日は、主要メンバー親子が参

加。植樹地は、近隣からの

苦情でケヤキが伐採された

国道464号線沿い。高木に

ならず、道路から季節の花

が楽しめるアジサイなどが

植えられた。 

12月27日 野うさぎの森 以前来森した東松戸小の児童か

らのリクエストに応えて親子を受け入れた。 

1月13日再発見ツアー 緊急事態宣言のため中止 

1月17日 みなみの森で子

どもっとまつどの体験教

室「森であそぼう！」が

開催された。 

3月8日ナラ枯れ講習会 

（2月1日の予定が延期） 

～しぜんのコラム 47～  

千駄堀池にオオハクチョウ 
 
昨年(2020年)11月下旬～12月上旬にかけて、千駄

堀池にオオハクチョウ 1 家族 8 羽が飛来した。この

家族は、千駄堀池の北奥をねぐらとしていたようで、

昼間は余所に採餌に出かけることが多かった。 

下の写真は、オオハクチョウ一家が飛び立つとこ

ろ。オオハクチョウは重いので、カモ類のように垂直

に飛び立つことはできない。この日は北風が吹いて

いたので、一家は千駄堀池の南端まで移動し、風上に

向かって水面を走りながら離水。徐々に高度をあげ

て池の北端でＵターンし、南方向に飛び去った。 
 
その後、8羽は姿を消したが、年明け 1月下旬から

は 2 羽のオオハクチョウが飛来。公園を訪れる人た

ちを楽しませている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020.12.3 オオハクチョウの飛び立ち (21 世紀の森と広場） 
 
ところで、現在、21 世紀の森と広場では遊具作り

の工事がおこなわれ、斜面林を伐ってジャンボスベ

リ台も作られる。これは「松戸市都市公園整備活用推

進委員会」の 1 期中間答申がもとになっている。現

在、2期目の検討がはじまっているが、民間事業者等

との連携などが諮問されており、市の案では 2022年

度に事業者の募集･選定をおこなうとなっている。 
 
一方、千駄堀池では昨年夏、“かいぼり”により外

来種の一部が駆除された。公園の理念は「千駄堀の自

然を守り育てる」だから、“かいぼり”でバランスを

とりながら、千駄堀の木を伐り草を刈り遊具を作っ

ているように、私には思えてならない。 

 (山田純稔)  

★松戸のみどり再発見ツアー55（観察学習会 71） 新型コロナウイルスの感染状況次第で中止になることもあります 

「新緑の森をつないで 松戸・市川 しざかい散歩」 

野草の花にも出逢えるコースを歩きながら、身近なみどりについて一緒に考えましょう 

   ４月２１日(水)  ９：３０～１２：３０ （小雨実施）    

集合 JR 東松戸駅改札口 9：30（解散 JR 市川大野駅 12：30 予定） 参加費３００円（会員は 100 円) 

申し込み ４月 15 日受付開始（申込先 090 – 4078 –3703 藤田 18 時以降）   先着 20 名  

持ち物等 マスク、飲み物、雨具、手指消毒品。歩きやすい服装で。 

 

 

・・・・・総会のお知らせ・・・・・ 

例年 5 月に総会を開催しておりますが、今年度は新型

コロナ禍のため、会員が集合しての総会を見合わせま

す。運営委員会で事業・会計報告、事業計画・予算等を

審議し、総会といたしますので、ご意見のある方は 3月

末までにご連絡ください。なお、総会報告は次号で行

います。              代表：藤田隆 

緑のネットワーク情報 
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ここから始める森整備  
 
「えっ！ここから始めるの！」という印象が先に

立った。散歩する近隣の住民、クルマも往来が激しい

住宅地のなかの樹林地。道路にはみ出しそうな草本

群落だ。 

「ここは白

い蛾が飛んで

薄気味悪い」、

「両側が薄暗

い森でね」と道

行く人からあ

まり良い印象

はきかれない。 

里やま応援

団が活動する

近所の芋の作

の森、しんやま

の森は、以前に

比べると、ずいぶん明るくなり、季節にはたくさんの

花が咲き、散歩などで通る人から声をかけられるな

ど、印象も違ってきたと会員から声を聞いた。 

５月２８日（金）１０時から、「大作の森」(仮称)

の道を隔てた「オリンポスの山」でフォローアップ研

修「森のはなし、木のはなし」が行われた。講師は一

起の会の山口熙さん。 

 

 

 

 

 

「森林ができるまで」の項目では、裸地からコケ植

物、地衣類、１年生植物、多年生植物、陽樹に陰樹、

極相林への遷移について講義。 

松戸市内の多くの森では「森は４階建てのマンシ

ョン」構造＝高木層、亜高木層、低木層、草本層、外

縁にマント群落と紹介。（マンションは地下構造が大

事、菌類や微生物の土壌を入れて５層構造） 

続いて常緑樹、広葉樹の主な種類、森林法、千葉県

の森林率、松戸市の森林率と話が進み、市内の森林率

3％に一同驚きの声が上がった。 

 
講義の後、大作の森に入った。少し進むと広くなっ

た空間があった。すでに２回ゴミ集め活動をしたと

いう空間にオートバイのガソリンタンク、カウリン

グ、家庭ごみの品々が集められていた。 

さらに森の奥に進む。行く手を阻むのはアズマネ

ササ、アオキ、シロダモ、ヤツデたちだ。バキバキと

音を立ててか

き分けていく

と、もうひとつ

の狭い空間が

広がっていた。

第二広場にし

ようと思って

いるとのこと。 
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都市の緑を残すには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動の目的は「みどり」、特に 

樹林の保護･保全を願う人やグループと連携し、その輪を広げ、豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

代   表 ：藤田 隆   

年 会 費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 

 

 

「オープンフォレスト in松戸」が今年も中止になって 

しまい、とても残念ですが、松戸の里山活動はそれ

ぞれの会がそれぞれのペースで続いています。 

また、2019年秋に実施された「里やまボランティア 

入門講座」の修了生がいよいよ活動を始めました。 

「いいなの会」が開始した「大作の森」（仮称）の活動

とフォローアップ研修の様子をお届けします。 

しんやまの森 芋の作の森 

             17 期「いいなの会」いよいよ 活動開始！

藤田 隆

   

こんな森がいい
・ ・

な
・
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藪漕ぎをしながら、園路の相談が始まっていた。

次の活動目標が立てられたようだ。 

講義を受けた後だけに常緑樹、広葉樹どちらかな

と葉、樹皮を見る目が変わっているのに気がつく。

「ムクノキが多いね」と声が上がる。スギも一本確

認できたが針葉樹が少なく常緑広葉樹が多い印象だ

った。 

甚左衛門の森（14期修了生の活動地）に最初に入

った時は、竹林、アズマネザサ、アオキ、折損木との

戦いだった。集めたごみはとんでもない量が集まっ

た。大作の森もそんな印象を抱いた。首都圏の近郊

都市にありがちな特徴だ。森を抜けると左右に住宅

地が広がり、開放感がある。 

松戸市の里やま活動は着実に前進してきたが、二

十年近くの活動を経て、高齢化や、まとまった樹林

地が残り少なく減少していることなど、いくつかの

課題を抱えている。 

この森は住宅地のど真ん中、市民が通勤・通学・

徒歩で行ける立地。オープンフォレストが再開し

た折には、思い切った新たな試みができる活動地、

松戸の里やまのフラッグシップにもなれるのでは

ないかという印象で、とても楽しみだ。 

 

コナラの大木を一気に枯らしてしまうナラ枯れ

が、松戸でも広がっています。原因は、カシノナガキ

クイムシ（カシナガ）が樹幹に穿入し、メスが持ち込

むナラ菌がまん延して樹木の通水機能が損なわれる

ためです。数十つがいものカシナガに襲われると、わ

ずか数週間で枯れてしまいます。里山の景観が台無

しになるばかりでなく、いつ倒れるかわからない枯

死木はたいへん危険です。 

全国的には1990年頃から日本海側を中心に被害が

目立つようになり、2010年頃には 30都府県に広がり

ました。その後被害は減少傾向にありますが、千葉県

では 2015 年に鴨川市で初めて被害が発見されまし

た。 

松戸市では、昨年 7 月、里やま応援団七喜の会の

森で初めて被害が確認されました。おそらく一昨年

から小規模の被害が始まっていたと思われ、昨夏の

緊急調査では里やまボランティアが活動する森だけ

で、100 本を超えるカシナガ穿入木が見つかりまし

た。穿入数は数千つがいと推定され、放置すれば今春

には数十万匹のカシナガ発生が予想される重大な事

態でした。 

＝＝＝松戸里やま応援団の緊急対応＝＝＝ 
 
応援団では、七喜の会の報告を受け、ただちに前

述の緊急調査を実施。結果を松戸市みどりと花の課

に報告するとともに、千葉県農林総合研究センター

＝＝＝今春のカシナガ大発生に備えて＝＝＝ 
 
秋以降は、カシナガが樹木内で卵を産み、幼虫が

育つ時期です。この時期の対策は、被害木に薬剤を

注入して幼虫の駆除やナラ菌の広がりを予防する

ことですが、労力や経費、薬害など現実的ではあり

ませんでした。そこで、みどりと花の課と相談し、

2021 年春の穿入木からのカシナガの飛散防止と新

たな穿入防止の対策を進めることとしました。 

松戸市は、県や周辺自治体と協議し、①既穿入木

や特に守るべき未穿入木に特殊なネット（クビアカ

ガードネット）を巻き、カシナガの飛散や新たな穿

入を防止する、②穿入カシナガの駆除と倒木の危険

防止のため、ナラ枯れによる枯死木は伐採・処分す

るという方針を決め、2021 年度予算に必要経費を計

上しました。通常なら、市が実施する対策は公有地

に限られますが、それではナラ枯れの拡大を防げな

いこと、里やまボランティアが活動する森はオープ

ンフォレストや子どもの自然体験などに活用され

ていること、みどりを守る市民力である里やまボラ

森林研究所の専門家を招いてナラ枯れ対策講習会を

開催しました。そこで紹介された簡易トラップを作

って、数日の内に約 400個を林内に設置しましたが、

すでにカシナガ飛来の盛期を過ぎていたので多くの

成果はあがりませんでした。 

松戸でもナラ枯れ被害が大発生 官民協力して対策に全力
松戸里やま応援団 野口 功
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＝＝＝具体的な取り組み状況＝＝＝ 
 
みどりと花の課は、3月、ナラ枯れ対策の専門家を

招いて、ネット巻きの講習会を開催。多くの里やまボ

ランティアが参加し、ネット巻き方策を学びました。

また里やま応援団は、千駄堀地区のしんやまの森で、

ネット巻きの練習会を実施しました。ネットは市から

支給されましたが、その他の関連資材はボランティア

団体の負担です。また、幅 190cmのネットを大木に巻

き付け、カシナガが漏れないように固定する作業はな

かなか大変です。6月頃からはカシナガが飛び始める

ため、コロナ禍の中で、臨時の作業日を設けての作業

となりました。それでも 100％の対策は、資材量から

も作業量からもとても不可能で、少しでも被害を減ら

せればと汗を流しました。飛来虫を駆除するための簡

易トラップも作り、ネット巻きと併せて設置を進めて

います。 

伐採・処分する枯死木は、応援団とみどりと花の課

で何度も現地を調査し、33 本を確認しました。カシ

ナガが穿入するのはいずれも大木で、伐採、搬出は容

易ではありません。それでも少しでも予算を有効に活

用するため、ボランティアで対処できる木を選定し、

応援団の「技術・安全部会」の力も投入して何本かの

枯死木の伐採・搬出を行いました。 

＝＝＝今後の対応＝＝＝ 
 
松戸市におけるナラ枯れ対策は、里やまボラン

ティア団体の日常の緊密な連携の蓄積と、松戸市

の積極的な支援のおかげで、機敏な対応を進める

ことができました。しかし、それで終わりではあ

りません。ネットやトラップは設置しましたが、

頻繁に見回り、補修やカシナガ駆除などが必要で 

す。今後、新たなカシナガ穿入や枯死木の発生も

予想されます。 

カシナガの被害はまだ数年続きそうです。これ

から暑い盛夏を迎えますが、松戸のみどりを守り、

危険を防止するために、安全に配慮しながら取り

組みを続けていきたいと思います。 

松戸市からは応援団に対して里やまボランテ

ィアが活動する森以外の民有林のナラ枯れ対策

についても支援依頼があり、一定の対応をしてい

ます。 

ンティアの活動の安全を確保する必要があることな

どから、里やまボランティアが活動する森のナラ枯れ

対策を支援する異例の予算措置を講じてくれました。

具体的には、ネットの支給とナラ枯れ枯死木の業者へ

の伐採・処分の委託です。 
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総会報告と新年度ご挨拶      代表：藤田 隆 

新型コロナ感染の広がりで、休日には公園、緑地で過ごす人たちが増え、みどり 

の大切さを実感させられます。５月４日、リモートによる形で総会が開かれ、2020 年 

度事業報告、決算報告と 2021年度事業計画、予算案が検討され、承認されました。 

今年度もみどりに触れ合う企画をしていきたいと考えています。 

★松戸のみどり再発見ツアー56 （観察学習会 72） 

     「市ざかいに残る豊かな自然を訪ねる」（先着２０名・10月 1日受付開始） 

松戸市との市ざかい、市川北部に残された自然、消えていく森を訪ね、みどりについて考える。 

森の中でじっくりと樹木・野草・森の生き物たちと向き合い、身近なみどりを楽しみましょう。 

 ９：３０～１２：３０（小雨実施）   集合：北総線大町駅 

参加費３００円（会員は 100 円)  申し込み・問い合せ  090 – 4078 –3703（藤田） 
 

お願い：新型コロナウイルス関連で中止になる場合がございます。事前にご確認を！ 
 

会費納入のお願い 

会の維持には皆様か

らの会費が活動の資

源です。会費の納入

を宜しくお願いいた

します。 

 

葉を裏返しにするとガは翅をたたんだ 2021.5.30 関さんの森 

やはりビロードハマキであった。通常、葉の上な

どで静止しているときは、前翅で後翅を完全に隠す

ことが多いが、今は羽化直後のせいか、完全には隠

していない。また、頭部や胸部も前翅と同様の白黒

まだら模様で、前翅が後翅を完全に隠すと、前翅端

のオレンジ色が目立ち、どちらが頭かわからなくな

る。これは、大事な頭部への攻撃リスクを下げる効

果がある。 

 一方、前翅に比べて後翅の色やコントラストが大

きく異なるのは、天敵に襲われたとき、後翅を見せ

てびっくりさせ、その隙に逃げるためであろう。 

ところで、ビロードハマキはハマキガの仲間。幼

虫はシロダモなどの葉を食べ、葉をまるめて葉巻状

の巣をつくることから、ハマキガの名前がある。 

ビロードハマキは近年見かけることが多くなって

きているが、それは南方系のガだからである。かつ

ては千葉県が北限とされていたが、温暖化の影響で

現在は宮城県南部まで北上しているという。 

(山田純稔)  

～しぜんのコラム 48～  

ビロードハマキ 

関さんの森・関家の生垣は“混ぜ垣”である。

本来はヒメツゲの生垣だったが、鳥や風が運んだ

多様な種子が発芽・定着し、現在 20種の木本が認

められる。自然保護は生物多様性の維持が大切だ

が、関家の生垣は生物多様性に富んでおり、絶好

の観察ポイント。チョウでは、エノキにゴマダラ

チョウ類、シロダモにアオスジアゲハの幼虫が見

られる。植物の種類が多ければ、昆虫の種類も多

くなる。 

そして、この日、シロダモの葉の裏に、羽化直

後の派手なガがぶら下がっていたのである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
シロダモの裏に下垂する派手なガ 2021.5.30 関さんの森 

何だろう？ 後翅裏側が見えているが、こんな模

様は見たことが無い。さらによく見ると翅の上縁

は白黒のまだら模様。この模様でひらめいた!! ビ

ロードハマキかも。さっそく葉を裏返してみると、

ガは翅をたたみ、前翅表側が見えるようになった。 
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                               No.73 
 

 

都市の緑を残すには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動の目的は「みどり」、特に 

樹林の保護･保全を願う人やグループと連携し、その輪を広げ、豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

代   表 ：藤田 隆   

年 会 費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 

 

 

 

      

外来生物って？？  意外と知らない？ 

子どもたち「嫌いにならないで！」＆ 大人のできること 

夏休み期間中の子どもたちは植物・昆虫に触れ合う

機会がぐんと増える。そんな最中、目にはするけれど

も、よくわかっていない外来生物をテーマにした小

学生向けのセミナーが開かれた。自然解説員の説明

を受けながら、公園内を自然観察し、座学で外来生物

の様々な様子を学んだ。 

セミナーを担当した自然解説員は最後に、外来生物

を嫌いにならないでと訴えていた。子どもたちが大

人になっても持ち続けて欲しい、未来につながる大

きなテーマだと思った。 

小学生の自由研究に的を絞る徹底ぶり 

7月 28日 21世紀の森と広場で小学生を対象に「生

きものセミナー」が開かれた。夏休みの自由研究のテ

ーマにも最適！と広報まつどで募集、18 名の子ども

たちが参加した。主催した松戸市環境政策課はかね

てより、環境や生態系についてのセミナーを一般向

けに毎年開催し、好評を博している。 

今年で３回目となる小学生セミナーは、夏休み

の自由研究に的を絞り、まとめ報告用のひな型も添

えられ、心配りの行き届いた企画になっていて、セミ

ナー参加が自由研究のひとつになる構成だ。 

昆虫に詳しい室智大さん、植物に詳しい池田駿さ

んが途中交代して自然観察した。「みどりの里」のゾ

ーンは、左手に斜面。スギ、ヒノキ、ケヤキなどの高

木。シラカシ、スダジイなどの亜高木から低木、つる

植物、草本類が群落をなしている。草本類・地衣類が

豊かで、生きものの里として群落が形成されている。 

外来生物対象のセミナーというと、生きものを目

の前にじっと観察するスタイルかと思ったが、公園

内を観察し、身近な生きものたちの中に外来生物が

あるということを分かり易く話していたのが印象に

残った。 

 

人の手により運ばれた外来生物 

21世紀の森と広場といえば、過去にテレビ番組で池

の水をすべて抜き、外来生物を取り出す企画で全国に

名を広めた。 

今回のセミナーで子どもたちが学んだのは、外来生

物は人の手によって運ばれ、入ってきた生き物を指

し、カダヤシ、ウシガエル、アカボシゴマダラなどの

特定外来生物、セイタカアワダチソウ、アメリカザリ

ガニ、ミシシッピアカミミガメなどの旧要注意外来生

物、マングースなどの侵略的外来種、ヒガンバナ、コ

マツヨイグサ、ヒメオドリコソウなど公園内に咲いて

いる花も旧要注意外来生物のほかに帰化植物として

整理されているものもある。外来種が在来種に及ぼす

影響は在来種を食べる、住環境を奪う。在来種との交

雑により雑種を作るなどだ。 

夏休み企画としてたくさんの生きものに出会う観

察会はいくつもあるが、外来生物を悪者扱いせず「嫌

いにならないで」という講師のメッセージに目の覚め

る思いがした。予想を大きく覆す中味で外来生物を見

る目が変わる内容だった。 

外来生物のセミナーは一般向けにもぜひ企画して

もらいたいイベントだ。        （藤田隆） 
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私たち大人が出来ること 

自然保護の観点から、つい「外来生物＝悪」のような認識

をもってしまいがちだが、大人として私たちが取るべき正し

い行動は何だろう？身近なところではどんな外来生物が

問題になっているのだろう？「松戸市環境政策課 外来生

物」で検索してみた。 
 

 ＨＰでは市内で見られる外来生物や環境省指定の特定外

来生物を紹介しており、駆除の仕方や目撃情報の提供も呼

び掛けている。一度見ておき、もし目撃した時は駆除や情報

提供をして、市内の自然を守りたいものだ。ただし似た植物

も多いので、誤報も多いとのこと。図鑑でよく調べたり、詳

しい人に見てもらうと良いと思います。   （渋谷孝子） 

≪なつ トピックス≫ 

竹に花 協働進む「松戸みどりと花の基金」と応援団 ヤマユリ   
藤田 隆 

 

藤田 隆 

淡竹（ハチク）に花が… 

みなみの森で淡竹が開花して枯れ始めたという一

報を聞いたのが５月のはじめでした。6 月 20 日、確

認したところ幹、枝、葉ごと黒褐色に変色し、頭頂部

から弓なりに湾曲した姿の淡竹が覆いかぶさるよう

になっていました。活動報告によると 4 月 6 日には

淡竹の開花が報告されています。 

竹の花が咲くと竹林が枯れると言われています。竹

は日本国内で 300 種あるといわれ、そのうち淡竹はモ

ウソウチク、マダケとは別の種類です。細身で幹の厚

みが薄く茶筅のような工芸品の材料として利用され

ています。 

7 月 6 日、里やま応援団では枯れた淡竹の除去作業

を行おうと有志２７人により枯れ竹伐採作業を行い

ました。 

伐採した竹は松戸みどりと花の基金から借りたチ

ッパーを使って粉砕処理を行いました。雨上がりで湿

度が高く、竹の葉についた雨粒が時々チッパーのご機

嫌を損ねることにもなりましたが見違えるほどきれ

いになりました。 

処理に利用したチ

ッパーはこの春、同

基金が導入したも

ので、6 月 24 日里

やま応援団の皆さ

ん対象にチッパー

取り扱いの講習会 

を行いました。 

粉砕した竹チップ 

は森内の散策路や 

広場、農園資材の 

利用のほか、乳酸 

菌を含み、農作物 

の生育に効果的と 

して利用する農家 

もあるようです。 

あさがお展 竹の行灯
あんどん

仕立て 

松戸市金ケ作育苗圃では 8 月 5 日～9 日まで同基

金の「あさがお展」が開催され、植物好きの市民が訪

れました。 

展示の中でも目を引いたのがアサガオの竹の行灯

仕立て。松戸里やま応援団樹護の会が製作に協力し

たもので、毎年訪れる常連の皆さんにも好評でした。 

 

 

もうひとつの目玉、変化アサガオ 

アサガオは薬として中国から持ち込まれたもの。

観賞用には大輪ア 

サガオ、変化アサ 

ガオと分けられま 

す。絞り咲き、葉 

の縮れ、細かく切れ 

込んだ花びら、細く 

枝垂れた花びらと、 

これがアサガオかと 

驚くほどでした。 

 

ヤマユリに揺れる心 

オオキンケイギク 

5月から7月に花を咲かせ

る。よく似た園芸植物が多

いので見分けには注意が

必要。深く切れ込む葉に特

徴がある。 

 

アメリカオニアザミ 

葉に触ると危険なトゲが

ある。子どもたちが遊ぶと

ころでは早めに刈り取っ

てあげたい。秋には種子

が風で飛び増える。 
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経緯 

市川市で里山保全ボランティア団体の持っている

植物のデータをまとめた表が届きました。松戸市の

里やま活動は近隣の里山ボランティア活動の牽引役

だと自負してきたのですが、他市の良いことは積極

的に見習いたいと考え、佐竹さんらに相談、とりあえ

ず現在各森の持っている記録を、市川市に倣って松

戸市でもまとめてみようということになりました。

調査記録と言っても、私たち素人の行ったことで、森

によって調査のやり方も記録様式も様々なため、そ

れらのマトメも迷いながらの作業でした。（表は応援

団 ML で流しました。なお希少種保護の観点から、

この表は広く公開することはしません。取扱いに

ご注意ください。） 
 

植物一覧の意義 

表は学術的な何かが読み取れるようなレベルのも

のではないのは明らかです。ただ、地元の植物リスト

が手元にあることで、植物調査は苦手な会でも、少し

は植物が見分けやすくなるかもしれません。また、活

動の初期で調査したままの森が、再調査してみよう

という動きに結びつくかもしれません。 

ほかの森（あるいは市川の森）で確認されている植

物で見逃しているものが見つかったり、自分の森の

植物が実は市内では希少なのだと気づいたりするき

っかけになるかもしれない・・・などと期待もしてい

ます。 
 

千葉大学園芸学研究科・園芸学部の小林先生からコ

メントを頂きましたので紹介します 

このようなデータは植物相の記録ということになり

ます。植物相の変化は長い時間をかけて見ていかない

とわからないので、皆さんで記録をとっていくことは

有意義だと思います。そうした記録の中から、都市化

の状況や管理の仕方による貴重種や外来種の消長が

見えてくるでしょうし、将来的には温暖化の影響が読

み取れて来るかもしれません。さらに広域でデータが

集約されると、絶滅危惧種管理や外来種管理等の貴

重なデータになります。 

 留意点としては、植物の同定を正確にすることが第

一なので、時折り、団体共同で勉強会を行ったりしては

いかがでしょうか。新しい外来種情報を得たり、分類の

仕方の変化なども共有できると思います。学ぶ教える

松戸里やま活動地植物一覧 報告 

渋谷 孝子  

これは担当の寺田さんが、横浜の日本大通りの花

壇で、竹を編んだ飾りにクレマチスを絡ませていた

のを見てヒントを得たといいます。試行錯誤を経て

完成させたものですが、試作から始めて 12 鉢を仕

上げるのに延べ 1週間ほどかかったというのですか

ら、大作です。 

花灯篭のようで、アサガオ展に花を添えた格好に

なりました。「基金」のアイデアと樹護の会の協力の

賜物でした。 

 

もうひとつの目玉、変化アサガオ 

アサガオは薬として 

中国から持ち込まれた 

もの。江戸時代に朝顔 

ブームがあり、「変化朝 

顔」が生まれました。 

葉が細く切れ込んだり、 

八重咲になるなど、こ 

れがアサガオかと驚く 

ほどでした。 

 

 

大輪のヤマユリにビックリ 
7月 11日、芋の作の森でヤマユリ観賞会が行われ

ました。今年もたくさんのヤマユリが咲き、観賞に

訪れた 18 期里やまボランティア入門講座修了生、

東葛しぜん観察会の皆さんは、大輪に咲くヤマユリ

に顔を寄せては香りを嗅ぎ、森全体を見渡して、「こ

の森を整備しているの？すごいね」と感心していま

した。今年の開花は例年の３分の１の少なさと説明

を受けても、草丈を超えた大輪のヤマユリに包まれ

ているかのように思え、ファンタジックな不思議さ

も感じられました。 

芋の作の森は市内１８か所の森と比べると植物

の種類が多く、カシワバハグマ、ラン類が群生し、

季節ごとに花の詳しい説明を掲示板に貼り出す丁

寧さで里やま応援団でも知られています。 

この日も季節は早いだろうと思われるコウヤボ 

ウ キ が 開

花 し て い

ました。 
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・5月 8日み・どりーむ秋山（秋山駅前の緑化に取

り組む市民ボランティア）の応援作業一段落。 

・6月 17日石みやの森に園児ら 55人。森散策とジ

ャガイモ掘り。 

・6 月秋山の森 タシロラン

(絶滅危惧種)が咲いた(写真) 

・6月26日(土)秋山の森 小学

校3年生59名が､校外学習でモ

ウソウ竹の伐倒を体験した。 

・6月30日(水)七夕プロジェク

ト 秋山の森で応援団有志に

よりマダケを30数本切り出

し、みどりと花の課により31

施設に配布した。毎年喜ばれている。 

・里やまボランティア入門講座 18 期生が希望する森

を訪問・活動体験中。 

・8 月 22 日のうさぎの森にボランティア体験の子ど

も＆大人が 7名が訪れた。 

・秋山の森で 8 月 24 日竹伐採、8 月 27 日 幸谷放課

後児童クラブで竹ぽっくり作りに応援団が指導・協力 

・8月 28日石みやの森で地域活躍塾塾生受け入れ 

・関さんの森では 6 月～7 月保育園児が里山体験に

訪れ、小学校 1年生、3年生が自然観察会。8月 27日

東邦大学の教職課程の学生 17 名のフィールドワーク

受け入れ。 

・オープンフォレストin松戸 10 月 16 日～24 日で各森

がオープンします。詳細はチラシをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～しぜんのコラム 49～  

ウスバキトンボ 
 
かつて小金高校の中庭でビオトープを実践してい

た頃のこと。夏の終り頃、水泳部の生徒が「プールに

ヤゴがたくさんいて、ヤゴと一緒に泳いでいる」と言

う。さっそく網でプールの水をすくうと、たくさんの

ヤゴに加えてミズカマキリまでもが見つかった。小

金高校のプールもビオトープ状態だったのである。 
 

ヤゴは、ウスバキトンボであった。ウスバキトンボ

は産卵数が多く、卵は早ければ１ヶ月で成虫になる。

予算不足で水道水の補給を節約し、塩素も切れた小

金高校のプールだからこそ、ウスバキトンボのヤゴ

が異常繁殖したのである。 

 
ウスバキトンボ 2021.8.24  (21 世紀の森と広場) 

 
さて、ウスバキトンボはその名の如く翅が薄い。か

らだは他のトンボより軽く、飛翔力が強い。昼間はほ

とんど休まずに飛び続け、ひたすら餌を捕る。休むと

きは写真のようにぶら下がってとまる。 
 

松戸では 7月頃に現れ、8 月になると急に個体数が

増えるが、やがて姿を消す。寒さには弱く、やがて卵

までもが死滅する。冬も生き残れるのは南九州以南

だ。翌年は、暖かくなると、世代をくり返しながら北

上。関東には 7 月、東北には 8 月、北海道には 9 月

頃に到達するが死滅。それが毎年のくり返しで、無駄

なように思えるけれど、そんな分布範囲を拡げる努

力が、ウスバキトンボの繁栄を支えている。 

 (山田純稔)  

緑のネットワーク情報 

の楽しさを味わうという利点もありますし、いざとい

うとき時に協力するきっかけが作れると思います。最

上なのは標本もそろえていくことですが、これは保

管管理が難しいので、行政の仕事と考えた方がよい

でしょう。 

 個々の活動内のことでいうと、貴重種や外来種に

関しては、敷地内の分布も記録をとっておくと、管理

の有用な資料になります。        

小林達明（千葉大学教授） 

 

 

★松戸のみどり再発見ツアー56 （観察学習会 73） 

   「市ざかいに残る豊かな自然を訪ねる」 

松戸市との市ざかい、市川北部に残された自然、消えていく森を訪ね、みどりについて考える。 

森の中でじっくりと樹木・野草・森の生き物たちと向き合い、身近なみどりを楽しみましょう。 

１０月１３日(水)  ９：３０～１２：３０（小雨実施）   集合：北総線大町駅 

参加費３００円（会員は 100 円)  申し込み・問い合せ  090 – 4078 –3703（藤田） 
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都市の緑を残すためには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動の目的は、みどり特に 

樹林の保護･保全を願う人やグループと連携しその輪を広げ，豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.74 

代   表 ：藤田 隆   

年 会 費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 

  

市内に残された貴重な森を存続させ、未来の子どもたちに引き継ぎたい。 そんな思いで始まった「オープ

ンフォレスト in 松戸」。 市民のみなさんに松戸の森を知ってもらい、楽しみながらその素晴らしさを身近に感じ

ていただく機会として、２０１２年より開催しています。 森を守る意義や課題、森を良好な環境に保つ里やま活

動などに触れていただくこともねらいとしています。  

第 9 回は 2020 年 5 月開催予定でしたが、新型コロナ禍の影響で延期となり、さらに 2021 年 5 月の開催予

定するも再度の延期。 緊急事態宣言の解除を受け、10 月 16 日～24 日にようやく開催できました。 




